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※事務局記入欄 

№ 102 

【様式２】 

エントリー学校名： 
栃木県 高根沢町立阿久津小学校 

活動名： 
阿小スタイルの追究 ～全ては子ども達のために～ 

解決すべき課題： 
コロナ禍を生きる今、教員の使命を全うする中で、新学習指導要領の改訂とともに、カリキュラムマネジメン 

ト・リスクマネジメントを主軸とした現場での試行錯誤が行われている。迅速な対応と柔軟な発想の転換が求 
められる今、「安全・安心」な学校経営を行うために、校長のリーダーシップの下、「チーム阿小」を合言葉に教
員の意識改革、働き方改革を重要課題として組織力の向上に努めてきた。 

目標・方針：  
❶カリキュラムマネジメント︓「日課表の改善を生かして、児童・教員の意識改革や自主性の向上を目指す」 
❷リスクマネジメント︓「児童の安全・安心と体力向上への備えから、危機管理意識の向上を目指す」  
❸働き方改革︓「実効性のある業務改善プロジェクト会議の推進により、ボトムアップの組織力を目指す」 

活動内容：  

❶学校教育目標の実現に向け、マンネリ化していたベースを改革した日課表の改善 【資料１】 
❷子ども達の命を守るための環境整備や見える化した指標の提示 【資料２】 
❸組織の声を生かした、意識改革からの働き方改革へ 【資料３】 

活動の成果： 
❶日課表の改善を通して【資料１】 
〇職員室で行っていた朝の打合せを無くすことで、子ども達との一日の始まりの時間を落ち着いて迎えること
ができるようになった。また、電子化の活用により、スムーズな情報共有を実現することができた。 

〇ロングフリータイムや毎週金曜日の特別日課を実施する中で、児童・教員ともに時間の管理意識を高め
ることができた。また、子ども達同士の関わりが増え、自己有用感の高まりを感じることもできた。 

❷危機管理意識の向上を通して 
〇熱中症対策のため、WBGT（暑さ指数）を踏まえた校内対応マニュアルを作成し、これを日々、意識
的に実践する中で、熱中症を回避し、安全・安心な学校生活を送ることができた。【資料２プリント】 

〇「安全」な体育の授業を行うには、運動器具の環境整備は必要不可欠となってくる。体育倉庫の物品
を、「可視化・操作化・構造化」することにより、体育の授業改善につなげることができた。【資料２写真】 

❸業務改善プロジェクト会議を通して【資料３】 
〇児童と向き合う時間の確保を目的とし、業務改善の洗い出しを行ってきた。教員間での話し合いを進め
る中で、仕事術を見つめ直したり、コミュニケーション力の重要性に気付いたりすることができた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  
・コロナ禍に負けない組織力、発想力、実行力を強みに「チーム阿小」で、よりよい学校生活を構築している。 
・全ては子ども達のために（All for the Children）の気持ちで教職員が日々、子ども達と向き合っている。 
・「和」と「愛情」と「信頼関係」を基盤に、「学校大好き 阿小っ子」（愛校心の育成）を目指している。 

 

                        
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

【資料１ 日課表の改善】 
❶カリキュラムマネジメント 

 

 
 

 
 

  体育館倉庫 

校庭体育倉庫 

⚠ 運動器具の環境整備の徹底 

 

 

【資料２ 危機管理意識】 
❷リスクマネジメント 

 

朝の職員打合せをカット！ 
電子化のお知らせにて確認 

ロングフリータイム
（火曜日・木曜日） 

毎週金曜日は
特別日課 
（早帰り） 

コロナ禍における授業時間
数の確保（朝の１５分間
の学習をモジュールとして！ 
（月曜日・火曜日・木曜日） 
 

 

コロナ禍に対応する運動会の実施 

熱中症計 

☀ 熱中症対策 
WBGT（暑さ指数）の共有化 
➡実践力の向上 

 
 

 

ボトムアップの組織力 

【資料３ 業務改善プロジェクト会議】 
❸働き方改革 

 

 




